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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年3月26日(2009.3.26)

【公表番号】特表2008-531719(P2008-531719A)
【公表日】平成20年8月14日(2008.8.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-032
【出願番号】特願2007-558223(P2007-558223)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ  16/18    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  11/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月30日(2009.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物におけるＴｈ２介在性障害を治療するための組成物であって、ＫＩＭ－１のス
トーク領域と結合する抗体またはその抗原結合断片を含む、組成物。
【請求項２】
　前記哺乳動物がヒトである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記障害がアトピーである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記障害が喘息である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記抗体が、ペプチド
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【化１】

（配列番号１のアミノ酸２３６～２６９）に少なくとも部分的に含まれるエピトープと結
合する、請求項１、２、３、または４に記載の組成物。
【請求項６】
　前記抗体がヒト化または完全ヒト単一特異性抗体である、請求項１、２、３、または４
に記載の組成物。
【請求項７】
　前記抗体がヒト化または完全ヒト単一特異性抗体であり、ペプチド
【化２】

（配列番号１のアミノ酸２３６～２６９）に少なくとも部分的に含まれるエピトープと結
合する、請求項１、２、３、または４に記載の組成物。
【請求項８】
　全長抗体を含む、請求項１、２、３、または４に記載の組成物。
【請求項９】
　全長抗体を含み、該抗体が、ペプチド

【化３】

（配列番号１のアミノ酸２３６～２６９）に少なくとも部分的に含まれるエピトープと結
合する、請求項１、２、３、または４に記載の組成物。
【請求項１０】
　抗体の抗原結合断片を含む、請求項１、２、３、または４に記載の組成物。
【請求項１１】
　抗体の抗原結合断片を含み、前記抗体が、ペプチド

【化４】

（配列番号１のアミノ酸２３６～２６９）に少なくとも部分的に含まれるエピトープと結
合する、請求項１、２、３、または４に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記抗原結合断片が、単鎖抗体、Ｆａｂ断片、Ｆ（ａｂ’）２断片、Ｆｄ断片、Ｆｖ断
片、およびｄＡｂ断片からなる群から選択される、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記抗原結合断片が、単鎖抗体、Ｆａｂ断片、Ｆ（ａｂ’）２断片、Ｆｄ断片、Ｆｖ断
片、およびｄＡｂ断片からなる群から選択される、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記障害についての第２の治療剤と組み合わせて投与される、請求項１、２、３、また
は４に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記障害についての第２の治療剤と組み合わせて投与され、該抗体が、ペプチド

【化５】

（配列番号１のアミノ酸２３６～２６９）に少なくとも部分的に含まれるエピトープと結
合する、請求項１、２、３、または４に記載の組成物。
【請求項１６】
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　０．０５ｍｇ／ｋｇと２０ｍｇ／ｋｇとの間の投薬量で投与される、請求項１、２、３
、または４に記載の組成物。
【請求項１７】
　０．０５ｍｇ／ｋｇと２０ｍｇ／ｋｇとの間の投薬量で投与され、前記抗体が、ペプチ
ド
【化６】

（配列番号１のアミノ酸２３６～２６９）に少なくとも部分的に含まれるエピトープと結
合する、請求項１、２、３、または４に記載の組成物。
【請求項１８】
　ＫＩＭ－１のストーク領域と特異的に結合する単離された抗体またはその抗原結合断片
であって、該抗体は、培養物においてＥ２９３細胞からのＫＩＭ－１の分断を阻害しない
、抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１９】
　前記抗体が、
（ａ）配列番号１のアミノ酸２６２～２７０、
（ｂ）配列番号１のアミノ酸２６０～２６９、
（ｃ）配列番号１のアミノ酸２５７～２７０、
（ｄ）配列番号１のアミノ酸２５２～２７０、
（ｅ）配列番号１のアミノ酸２３６～２５０、および
（ｆ）配列番号１のアミノ酸２３６～２５８
からなる群から選択される配列を有するペプチドに結合する、請求項１、２、３、または
４に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記抗体はヒト化または完全ヒト単一特異性抗体である、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　全長抗体を含む、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記抗体の抗原結合断片を含む、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記障害についての第２の治療剤と組み合わせて投与される、請求項１９に記載の組成
物。
【請求項２４】
　０．０５ｍｇ／ｋｇと２０ｍｇ／ｋｇとの間の投薬量で投与される、請求項１９に記載
の組成物。
【請求項２５】
　哺乳動物におけるＴｈ１介在性障害を治療するための組成物または病原性Ｔｈ１応答を
低減するための組成物であって、ヒトＫＩＭ－１の配列
【化７】

（配列番号１のアミノ酸２００～２３５）または該配列と重複するエピトープと結合する
抗体またはその抗原結合断片を含む、組成物。
【請求項２６】
　前記哺乳動物がヒトである、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記抗体がヒト化または完全ヒト単一特異性抗体である、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２８】
　全長抗体を含む、請求項２５に記載の組成物。
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【請求項２９】
　前記抗体の抗原結合断片を含む、請求項２５に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記障害についての第２の治療剤と組み合わせて投与される、請求項２５に記載の組成
物。
【請求項３１】
　０．０５ｍｇ／ｋｇと２０ｍｇ／ｋｇとの間の投薬量で投与される、請求項２５に記載
の組成物。
【請求項３２】
　哺乳動物におけるＴｈ２介在性障害を治療するための組成物であって、ＫＩＭ－１のシ
アル酸結合モチーフと結合する抗体またはその抗原結合断片を含む、組成物。
【請求項３３】
　前記抗体が、配列
【化８】

（配列番号１のアミノ酸８１～１０７）または
【化９】

（配列番号１のアミノ酸２９～４２）を有するペプチドに含まれるか、またはそれと重複
するエピトープに少なくとも部分的に結合する、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３４】
　前記抗体が、

【化１０】

（配列番号１のアミノ酸８１～１０７）または
【化１１】

（配列番号１のアミノ酸２９～４２）の連続するアミノ酸残基の直鎖状エピトープと結合
する、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３５】
　前記抗体が、配列
【化１２】

（配列番号１のアミノ酸８１～１０７）および
【化１３】

（配列番号１のアミノ酸２９～４２）の一方または両方が寄与する構造エピトープと結合
する、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３６】
　前記抗体が、配列番号１のアミノ酸８１～１０７を保護する、請求項３２に記載の組成
物。
【請求項３７】
　前記抗体が、配列番号１の残基Ｒ８６、Ｗ９２、およびＦ９３のうち１つまたはそれよ
り多くを妨害する、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３８】
　前記哺乳動物がヒトである、請求項３２、３３、３４、３５、３６、または３７に記載
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の組成物。
【請求項３９】
　前記障害がアトピーである、請求項３２、３３、３４、３５、３６、または３７に記載
の組成物。
【請求項４０】
　前記障害が喘息である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４１】
　前記抗体がヒト化または完全ヒト単一特異性抗体である、請求項３２、３３、３４、３
５、３６、または３７に記載の組成物。
【請求項４２】
　全長抗体を含む、請求項３２、３３、３４、３５、３６、または３７に記載の組成物。
【請求項４３】
　前記抗体の抗原結合断片を含む、請求項３２、３３、３４、３５、３６、または３７に
記載の組成物。
【請求項４４】
　前記抗原結合断片が、単鎖抗体、Ｆａｂ断片、Ｆ（ａｂ’）２断片、Ｆｄ断片、Ｆｖ断
片、およびｄＡｂ断片からなる群から選択される、請求項４３に記載の組成物。
【請求項４５】
　前記障害についての第２の治療剤と組み合わせて投与される、請求項３２、３３、３４
、３５、３６、または３７に記載の組成物。
【請求項４６】
　０．０５ｍｇ／ｋｇと２０ｍｇ／ｋｇとの間の投薬量で投与される、請求項３２、３３
、３４、３５、３６、または３７に記載の組成物。
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